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研究成果の概要（和文）：本研究では発達障害のある大学生等が自分自身についてよりよく理解し、必要に応じ
他者に対し自身について伝えることを支援するツールの開発を行った。自己理解に関するニーズ調査の結果よ
り、自身について「理解する」ことへの必要性や「伝える」ことへの困難さが明らかとなり、またツールのモニ
ター調査の結果より65.5％が自分自身についてよりよく理解することに役立ったと回答があった。本研究で開発
したツールは、発達障害のある大学生等が自身を理解する一助となり得ることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this research, we developed a tool to help university students with 
developmental disabilities better understand themselves and to tell others about themselves when 
necessary.The needs survey on self-understanding revealed the need to "understand" oneself and the 
difficulty in "telling" oneself.Also, from the results of the tool monitor survey, 65.5% answered 
that they helped to better understand themselves.It was suggested that the tools developed in this 
research could help university students with developmental disabilities understand themselves.

研究分野： キャリア教育
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の研究成果の社会的意義は主に２点挙げられる。（１）合理的配慮という観点から発達障害のある大学生
等の「自身について理解すること」と「第三者に説明すること」についてニーズを考察した点、（２）不得意や
弱みだけではなく強みにも着目し、当事者中心の多分野連携における情報共有ツールとしての開発を行い考察し
た点、である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
（1）我が国における障害者関連施策による法的整備と高等教育機関の現状 
平成 28 年 4 月より「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」及び「障害者の雇用

の促進等に関する法律」が施行され、障害者を取り巻く環境に大きな変化が生じている。この２
つの法律で共通することは、障害者に対する合理的配慮の提供である。すなわち、大学である高
等教育機関に在籍する障害者においても合理的配慮の提供が必要とされる。しかし、高等教育機
関において学生個々の障害特性に応じた「合理的配慮」の提供に関する支援体制は十分とは言え
ない。また、平成 20年度以降より高等教育機関において発達障害学生が増加し、それに伴う課
題として一般的な学生と比べて発達障害学生の卒業率は低い状況や、卒業までに時間がかかり、
卒業後の就職が容易でない状況が明らかになっている。高等教育機関に在籍する発達障害学生
に対する支援は喫緊の課題である。 
 
（2）発達障害学生における自己理解促進ツールの必要性 
障害者に合理的配慮を提供するためには、障害者本人が第三者に配慮事項を適切に表明

することが望まれる。しかし、発達障害者の多くは、その障害特性から他者とのコミュニケ
ーション上の困難を有しているため、自身の困難を適切に第三者に表明することが難しく
結果的に合理的配慮を受けにくくなるという矛盾も生じている。さらに、自身の特性に気づ
いていない場合（＝自己理解が苦手であること）も多く、それは大学生活のみならず卒業後
にもマイナスの影響を及ぼすと指摘されており、発達障害学生の自己理解の促進は、在学中
のみならず卒業後の自立にも不可欠である。大学生活を通して、自分の障害特性への理解を
深めながら、学生自身で解決できる課題と、解決が困難で周囲に配慮要請すべき課題を整理
し、第三者に伝えることに重点をおいた支援は重要である。 
 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、大学等の高等教育機関に在籍する発達障害学生が、在学中の学習・心理・キ

ャリアにおける支援を通して、自分の特性を知り自己理解を深め、学生の自立を促進するための
ツールを開発することである。 
 
 

 
図 1.研究の全体像 

 
 
３． 研究の方法 
 
（1）研究 1：発達障害を自認する大学生等を対象に 5 大学 26 名の協力を得て、「大学生等にお
ける得意・苦手に関する自己理解および伝達に関するニーズ調査」として、自己理解の重要性の
認識や障害特性を第三者に伝えることに関する認識を聴取するアンケート調査の実施 
 
 



（2）研究 2：研究 1の研究結果をもとに自己理解促進ツールの開発 
 
 
（3）研究 3：発達障害を自認する大学生等を対象に 3大学 29名の協力
を得て、自己理解促進ツールを 3か月間実際使用してもらうモニター調
査を実施。自己効力感尺度（pre/post）、大学生用レジリエンス尺度
（pre/post）、事後アンケート調査、事後インタビュー調査を実施。右
図はモニター募集の案内である。 
 
 
  
 
４．研究成果 
 
(1) 自己理解の重要性の認識、障害特性を第三者に伝えることに関する認識に関するニーズ調
査より、①理解することと②伝えることに以下のような内容が明らかになった。 
 
①理解すること 
• 「苦手」については考える機会が多くあるが、「得意」はあまりない。一方、「苦手」「得意」

ともにもっと自身について理解したいと考えており、その機会の提供が望まれている 
• 障害自認することが「得意」にも意識がいくきっかけとなる。「得意」を理解することは自

己効力感の向上につながる可能性が考えられる 
• 自身を理解することは彼らが生きていく（働くことも含む）上での指針となる非常に重要な

ものである 
• 仲間やコミュニティを獲得するきっかけとなる 
 
②伝えること 
• 「苦手」「得意」の双方を伝えることは、就活や卒後安心して働く上でも必要である 
• 伝えることで、周囲（指導教官や友人など）からサポートが受けられ、安心して大学生活を

過ごすことができるようになる 
• 伝えることへの抵抗感として、周囲の無理解や偏見などが多く挙げられており、周囲への理

解促進も並行して行っていく必要がある 
 
 
 
(2)ツールの開発及ぶ運用を行った。 

 
以下の項目を機能として搭載した。左図は実際の入力画面の例である。 
 
①気づいたことを登録 
気づいたこと、自分で or 他人に、どのような時、得意・苦手、対処法 
 
②気づきの変化をチェックし、登録 
変わった気づきを選択、変化や経過を入力 
 
③気づきのアウトプット 
得意・苦手、場面別、気づきと対処法、PDFと CSVもダウンロードできる 
 
④サポーターの設定 
学生本人が許可した（見せてもいい）人に情報を共有することができる 
 
 
 

 
 
(3)自己理解促進ツールのモニター調査より、ツール自体の効果の有無がわかる事後アンケート
調査の結果を以下に紹介する。 
 
事後アンケート調査では図 2に示したとおり、「定期的にログインしましたか？」等 12項目に

関して「全くそう思わない」を１とし、「そう思う」を２、「あまり思わない」を３、「少しそう

思う」を４、「そう思う」を５、「とてもそう思う」を６で、29名に回答を得た。 

総計では「苦手なことへの気づきを登録できましたか？」が満点 174ポイント（29名×6ポイ



ント）で 140ポイントともっとも多かった。しかしながら「得意なことへの気づきを登録できま

したか？」が 90ポイントと、苦手と得意の入力では 50ポイントの差が生じ、ツールを使用して

も得意なことへの入力の難しさがあることがわかり、得意に関しても入力数が増えるようなし

かけが必要であることが示唆された。 

次いで「操作方法は、あなたにとってわかりやすかったですか？」が 131ポイントであり、自

由記述においても「シンプルな機能で使いやすかった」と複数記載があり、ツールとしての操作

性や使い勝手に大きな問題はないことがわかった。 

一方、もっともポイントの総計が少なかったのが「登録した気づきを、他の人に見せたり、参

考にしましたか？」の 56 ポイントであり、他者に見せるという段階まで進むことは難しいこと

がわかった。図３にもあるが、「ツールは自分自身のことを第三者に伝えるのに役立ちましたか？」

においても、「全くそう思わない」「そう思わない」「あまり思わない」のネガティブ群が 82.7％

となっており、本ツールは「伝える」という側面においては効果が少ないことが示唆された。そ

の理由として、「他者に見せることに抵抗がある」を挙げているケースが複数あり、援助希求が

難しい傾向にあることが浮き彫りになった。逆に、積極的に活用しているケースとして、相談場

面において定期的に本ツールで入力したものを PDF 化し、自ら支援者に見せ助言を得ていると

いう例もあり、ツールの活用蓄積数を増やし、より効果的な活用方法を検討する必要ある。 
 

 
図 2.事後アンケート調査 

 

 

また、「ツールは自分自身をより良く理解するために役立ちましたか？」では、図 4 に示した

とおり「少しそう思う」「そう思う」「とてもそう思う」のポジティブな反応が 65.5％を占めて

おり、本ツールの目的である自己理解の促進の一助になったことが本研究より明らかになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. 伝えることへの役立ち度          図 4. 自己理解への役立ち度 
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